
協同的な学びに向けて（イメージ）

一人一人が安定する時期

・幼児は園の中で、安定した
気持で行動できる。

・教師は、幼児が教師に親し
みを感じ、集団の中で、安定
して過ごせるように援助。

自己発揮する時期

・幼児が、園の集団の中で
相手やものの特徴を分か

りつつ、自分の内に根ざした
考えや思いを形にしていく。

・教師は、楽しみながら、
幼児が集団の中で自己
表出できるよう援助。

小学校

幼稚園教育の基本：幼児の主体的活動である遊びを通じ、教師が環境構成による援助を行い、総合的な発達を促す

協同的な学びが可能となる時期

・幼児同士で、長い時間を掛けて実現
してみたいことを考え、その願いを目指

して、互いに協力して進めようとする。
互いの意思の衝突や実現の困難を
乗り越え、先の見通しを可能にしつつ、

達成していく。

・教師は、葛藤を乗り越え、協同
的に意味を創造できるよう援助。
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協同的な学びへのプロセスと発達の過程（イメージ）

自己発揮する時期
・幼児が園の集団の中で
相手やものの特徴を分か

りつつ、自分の内に根ざした
考えや思いを形にしていく。
・幼児が、先生や友人と共に
過ごす喜びを味わう。

・きまりの大切さに気づき、
守ろうとするようになる。

・多様な活動に興味をもち、

主体的に取り組めるようになる。

協同的な学びが可能となる時期
・自分で考え、自分で行動できる。
・活動の集中力・持続力向上。
・幼児同士で、考えを出し合い、
協力・工夫して物事を進める。

・自分の考えや思いを通そう
として、葛藤が生じる。

↓
・他者の考えや思いを理解し、
自らを調整することができる。
・意味の共有ができ、共に
活動できるようになる。

小学校

一人一人が安定する時期

・幼児は園の中で、安定した
気持で行動できる。
・健康な生活のリズムを身につける。
・親しみをもって日常のあいさつ
ができるようになる。

背景

発達の過程
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小学校以降における
学習との関係

確かな学力基盤を形成
する。
協同的な学びの経験が
小学校以降の学習や生
活において、物事に対す
る関心や学習意欲を深
めるともに、生活科・総合
的な学習の時間などでの
集団学習の活性化など
につながっていく。

基本的な生活習慣が身についていない
自発性に欠ける・自発的に遊べない

運動量が少ない・体力の低下
強固な親子関係の投影

コミュニケーションがとれない
自己中心的・自制心に欠ける
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幼　稚　園

幼 小 連 携 ・交流　ク ラ ス

○興味や関心を生かし価値に気づかせる
（自然・道徳性・文字・数量・コミニュケー

ション）好奇心・探究心・表現力

◎協同的な学び
協同的な活動の重視

（学級全体で共通の目的をもって
取り組む活動）

保　育　所

小　学　校
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時間割を
もって学習

興味や関心を
生かした学び

興味や関心に
そった活動

　　○遊びや生活を通した総合的な指導　　　　　　　　　　　◎一人一人の学び

2年生以上

1年生

5歳児

3・4歳児

総合施設
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　○教科等を中心とする指導　　　　　　　　　　　　　　◎学級全体の学びあい
　　（国語　　算数　　音楽　　図画工作　　体育　　生活　　道徳　　特別活動等）
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